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第１学年数学科学習指導案 
 
                                                           授業者 千田昌代 
 
１ 日 時  平成２８年１１月１６日(水) 第６校時 
 
２ 学 級  一関市立大東中学校１年Ａ組 男子１３名 女子１６名 計２９名 （１年Ａ組教室） 
 
３ 単元名  平面図形 （東京書籍） 
 
４ 単元について 
   学習指導要領における１学年の図形領域の目標は、「観察、操作や実験などの活動を通して、図形に  
対する直観的な見方や考え方を深めるとともに、論理的に考察し表現する能力を培う」ことである。ま  た、
この章は中学校で扱う最初の図形領域である。そこで、小学校の学習内容との関連を図るとともに、  中
学校３年間における図形領域での目標を見通して、図形の論理的な考察の基礎を培うことにつなげて  い
く。 
   小学校算数では、第６学年において線対称な図形や点対称な図形について指導されているが、これは  
１つの図形についての特徴に着目したものである。この章で扱う移動は移動前と移動後というように、  ２
つの図形の関係に着目している。図形の移動は平行移動、回転移動、対称移動を組み合わせた移動で  で
きている。ここでは、図形の移動についての知識を多くするのではなく、図形を動的にみる観察力を  高
めることが大切である。そこで、合同な図形のしきつめ模様の図形を観察することによって、そのな  か
の２つの図形がどのような移動によって重なるかを調べたり、１つの図形をもとに、それを移動する  こ
とによってしきつめ模様をつくったりすることを扱う。 
   ４月の岩手県中１新入生調査では、本校の正答率は 75.1％（県比 105)。平面図形に関する問題(４問)  
の平均正答率は 84.4％と高い。しかし、「体積の求め方を説明する」「資料をもとに判断し説明する」  と
いった問題の正答率がいずれも 20％を下回っており、理由や根拠をもとに説明することを苦手とし  てい
る。そこで、本単元では、視覚的に理解しやすいよう具体物を準備する。また、１学年共通で実践  して
いるペアやグループの学び合いの場面を確保することで、説明することへの抵抗感を軽減していく。 
                   
 
５ 単元の指導と評価の計画 （別紙） 
 (１ )単元の目標 
   【関心・意欲・態度】 
    ・様々な事象を平面図形でとらえ、それらの性質や関係を見いだすなど、数学的に考え表現するこ     
とに関心をもち、意欲的に問題の解決に活用して考え、判断したりしようとしている。 
   【数学的な見方や考え方】 
    ・平面図形についての基礎的・基本的な知識や技能を活用して、論理的に考察し表現するなど、数     
学的な見方や考え方を身に付けている。 
   【数学的な技能】 
    ・基本的な作図ができるなどの技能を身に付けている。。 
   【数量、図形などについての知識・理解】 
    ・平面図形についての性質や関係、基本的な作図の方法、平行移動や対称移動および回転移動を理     
解し、知識を身に付けている。 
 
 （２）単元のシラバス （別紙） 
 
 
６ 本時の指導構想 
 （１）本時のねらい 
         中学校での図形の学習の導入部分である。そこで、図形に対する興味や関心をもたせるため、操    
作活動の楽しさやよさを感じさせたい。前時には、直角三角形をもとにしたしきつめ模様を自分で    つ
くり、表と裏に区別させる。そして、本時は、２つの直角三角形をどのように移動して重ねるか    を
具体物を持たせて、観察・操作させ、移動の見方の素地をつくる。特に、回転移動の見方は、軌    跡
がイメージしづらく、苦手とする生徒が多い。そこで、本時は、回転移動に焦点を絞り、回転の    中
心を捉えさせることに重点を置く。 
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 （２）授業づくりの視点（研究のテーマに関わって） 
   ①いわての授業づくりの３つの視点から   
   【学習の見通し】 
    ・短期シラバスおよび時間割黒板に学習課題を示すことにより、本時の学習内容を意識して授業に     
臨めるようにする。 
   【学習課題を解決するための学習活動】 
    ・個人で考える場面、ペアやグループで考える場面を確保し、どの生徒も説明し伝えるという活動     
に取り組めるようにする。 
    ・単元の導入であるため、既知の言葉で相手にわかるよう説明することを重点とし、図形の移動に     
関する数学用語の指導は次時以降に行う。 
   【学習の振り返り】 
    ・本時の評価規準に合わせた評価問題に取り組ませる。一人ひとりの生徒が本時の目標を、どの程     
度達成できたかを見取る。 
    ・本時の学習を通して身に付けた数学的な知識や技能を、自分の言葉で記述させ、本時の目標を生     
徒が正しく捉えているかどうかを見取る。振り返りの視点として「わかったこと・気づき」、「友     だ
ちの考えから学んだこと」、「わからなかったこと(疑問など)」を書くよう生徒に伝える。 
 
   ②生徒指導の視点から 
    学年生徒の実態をふまえた授業構想 
     １年生の実態から、話を聞くことへ集中させるために「聞く」「書く」作業を区別して、それぞ    
れの時間確保をしながら授業を進めるようにしている。さらに、学習サポート担当が机間指導にあ    た
り、支援の必要な生徒に対して、板書が書けているか、指示された問題に取り組めているかどう    か
を見取っている。 
         また、学習内容の確実な定着を図るために、毎日、授業とリンクした宿題を家庭学習として課し    
ている。宿題の内容としては、問題集２冊、Ｇアップシート、教科書の問題などの中から３０分程    度
でやりきれる量を目安に取り組ませている。 
 
 
 （３）本時の目標 
 
    ・直角三角形のしきつめ模様を図形の移動の見方でみることができる。 
                                                                   【数学的な見方・考え方】 
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５  単 元 の 指 導 と 評 価 の 計 画  
 
時

数  
単 元

時 数  
単 位 時  

学 習 範 囲  
教科書・ワー ク

ペ ー ジ  
学習授業内容 

（ 学 習 課 題 ）  
評価・確認事項 
（ ま と め ）  

授業の評価確認問題等 
 

9

2  
 
 
 
 

５  
（ １ ）  
 

 
本 時  

 

１節 
しきつめ模様

をつくってみ

よう 
 

教Ｐ１４０～１

４１ 
 
 
 
 

もとの図形をどの

ように移動して図

形を重ねたのかを

説明しよう 
 

・しきつめ模様を図形の移動

の見方でみることができる

（考え方） 
 
 

Ｑ．下の①の直角三角形を②に重ねる

には、どのように動かせばよいでしょ

うか。(考え方) 
 
 

9
3  

 
 
 
 

５（ １

）  
 
 
 
 

1 節 ① 図

形 の 移 動  
 
 
 
 

教 Ｐ １ ４ ２

～ １ ４ ４  
 
 
 
 

平 行 移 動 の し

か た を 理 解 し

よ う  
 
 
 

・ 平 行 移 動 の 意 味 と

そ の 性 質 を 理 解 し て

い る （ 知 識 ）  
・ あ る 図 形 を 平 行 移

動 さ せ た 図 形 を か く

こ と が で き る （ 技 能

）  

Ｑ ． 下 の △ Ａ Ｂ Ｃ を 、 矢 印

の 方 向 に 矢 印 の 長 さ だ け 平

行移動させた△Ａ’Ｂ’Ｃ’ を か

き な さ い 。 （ 技 能 ）  
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4  
 
 
 
 

５（ ２

）  
 
 
 
 

1 節 ① 図

形 の 移 動  
 
 
 
 

教 Ｐ １ ４ ５

～ １ ４ ６  
 
 
 
 

回 転 移 動 の し

か た を 理 解 し

よ う  
 
 
 

・ 回 転 移 動 の 意 味 と

そ の 性 質 を 理 解 し て

い る （ 知 識 ）  
・ あ る 図 形 を 回 転 移

動 さ せ た 図 形 を か く

こ と が で き る （ 技 能

）  

Ｑ ． 下 の △ Ａ Ｂ Ｃ を 、 点 Ｏ

を 回 転 の 中 心 と し て ９ ０ °

だけ矢印の方向へ回転移動さ せ て

で き る △ Ａ ’ Ｂ ’ Ｃ ’ を か

き な さ い 。  
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5  
 
 
 
 

５（ ３

）  
 
 
 
 

1 節 ① 図

形 の 移 動  
 
 
 
 

教 Ｐ １ ４ ７

～ １ ４ ８  
 
 
 
 

対 称 移 動 の し

か た を 理 解 し

よ う  
 
 
 

・ 対 称 移 動 の 意 味 と

そ の 性 質 を 理 解 し て

い る （ 知 識 ）  
・ あ る 図 形 を 対 称 移

動 さ せ た 図 形 を か く

こ と が で き る （ 技 能

）  

Ｑ ． 下 の 図 形 を 、 直 線 ℓ を

対 称 の 軸 と し て 対 称 移 動 さ

せた図形をかきなさい。 
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５ ( ４

）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 節 ① 図

形 の 移 動  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 Ｐ １ ４ ９  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 行 移 動 、 回

転 移 動 、 対 称

移 動 を 組 み 合

わ せ た 移 動 の

し か た を 説 明

し よ う  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 平 行 移 動 、 回 転 移

動 、 対 称 移 動 を 組 み

合 わ せ た 移 動 を 考 え

、 説 明 す る こ と が で

き る （ 考 え 方 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ ． 長 方 形 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ の 対 角

線 の 交 点 Ｏ を 通 る 線 分 を 、

下 の 図 の よ う に ひ く と 、 合

同 な 直 角 三 角 形 が で き ま す

。 こ の こ と に つ い て 、 次 の

問 い に 答 え な さ い 。 （ 考 え

方 ）  
 
（ １ ） △ Ｏ Ｃ Ｆ を 平 行 移 動

す る と 、 ど の 三 角 形 に 重 な

る か 答 え な さ い 。  
 
（ ２ ） △ Ｏ Ｃ Ｆ を １ 回 の 移

動 で △ Ｏ Ｈ Ｄ に 重 ね 合 わ せ

る た め に は 、 △ Ｏ Ｆ Ｃ を ど

の よ う に 移 動 さ せ れ ば よ い

か 書 き な さ い 。  
9
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５（ ５

）  
 
 

1 節  基 本

の 問 題  
 
 

Ｐ １ ５ ０  
 
 
 

「 １ 節 ・ 基 本

の 問 題 」 で 振

り 返 り を し よ

う  

・ 基 本 の 問 題 を 解 く

こ と が で き る （ 知 識

・ 技 能 ）  
 

Ｐ １ ５ ０  基 本 の 問 題  
 
 
 

 



７ 本時の展開 
 
 

 
学習活動 

 
指導上の留意点 

 
評価、授業づくりの視点 

 
導
入
８
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１．前時の確認 
 

 
・前時につくったしきつめ模様を発表 
する。 

 
１－① 
【学習の見通し】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 合同な直角三角形を並べて、    例 
正六角形にしきつめ模様をつく 
ってみよう。 
 

 
 
 
 
 
   

２．問題提示  
 
 
 
 

 
 直角三角形は、表と裏で色が異なっているとします。この
直角三角形と同じ向きの直角三角形を見つけましょう。 

 
 
 
   

 
 
３．学習課題の設定 

・同じ向きの直角三角形に色をぬり、 発表す
る。 
 

 
 
 

学習課題 もとの図形をどのように移動して図形を重ねたのか考えよう
 

 

 
 

 
展
開
3 5  
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
   

・移動のしかたとは、「回す(回転す  る)」
「ずらす」「裏返す」があるこ とを確認す
る。 
 
①～③について 
・回す場合は、回転の中心と回転角を 意識さ
せる。 
・直角三角形を用意して、実際に回転 させて
みる。 
③について 
・２回の回転が必要か？ 
・回す以外の移動はできないか？ 
 
・ずらす場合は、動かす長さはどのく らいに
なっているか？ 
 
解答例 
 ①点◎を中心にして(〇°だけ)回転  さ
せる。 
 ②点◎を中心にして(〇°だけ)回転  さ
せてから、点◇を中心に(〇°だ  け)回転さ
せる。 
 ③○○の方に、(辺の長さだけ)ずら  す。 
 
 

 
４．課題の追究 
(1)２つの直角三角形について 一
方をどう動かせば、もう 一方
に重ねることができる か考え
る。 
 
 ①(ア)→(イ)  
 
 ②(ア)→(ウ)  
 
 ③(ア)→(エ)  
 
 
【自分で考えてみよう】 
 
  ↓ 
 
【グループで話し合おう】 
 
 ↓ 
 
【友だちの考えを知ろう】 
 
 
 
５．学習内容のまとめ 

 
 
 
 
１－② 
【生徒相互の学び合い】 
 
◆見方・考え方 
 
 
 
２－② 
【支援の必要な生徒】 
・机間指導サポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
表向きの２つの図形は 
 〇回転することによって重ねることができる 
 〇ずらすことによって重ねることができる        
    

 
 
 
 
 

  
 
終
末
７
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
６．本時の振り返りをする 
( 1 )評価問題による振り返り 
                   
   
 
 
(2)記述による振り返り 
                   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９．次時予告 
 
 

 
 
・評価問題による振り返り 
 
 
 
・本時に学習した知識や技能を、自分 の言葉
で記述させる。 
『回転させることで２つの図形が重ねられる
ことがわかった。』 
『どこを中心にして回しているのかわかりづ
らかった』 
『ずらしたほうが移動しやすい図形もあるこ
とがわかった』 
『裏向きの図形には、ずらしたり、回したりす
るだけでは重ねられない』 
 
 
９．次時に取り組む問題を示し、宿題 を指
示する。 
 
 

 
１－③ 
【振り返り】 
・評価問題 
 
 
・記述 
 
 
 

･授業でわかったこと 
･わからなかったこと 
･今後も使えそうなこと 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
２－① 
【授業サイクル】 
 
 



 
 


